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日
本
は
な
ぜ
新
型

コ
ロ
ナ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

数
が
少
な
い
の
か
？　

新
型
コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ

て
以
来
の
疑
問
だ
。

最
初
は
ひ
ど
か
っ
た
。

検
査
が
必
要
と
判
断
し
て
も
、

保
健
所
が
な
か
な
か
Ｏ
Ｋ
し
て

く
れ
な
い
。
今
は
、
必
要
な
場

合
に
検
査
が
可
能
だ
が
、
国
際

的
な
対
人
口
あ
た
り
の
検
査
数

は
最
低
レ
ベ
ル
に
張
り
付
い
て

い
る
。
理
由
を
調
べ
る
と「
感

染
症
村
」の
存
在
に
至
る
▼
同

村
は
国
立
感
染
症
研
究
所
、
厚

労
省
結
核
感
染
症
課
の
医
系
技

官
、
某
大
学
同
窓
関
係
者
が
感

染
症
に
関
す
る
利
権
で
結
び
つ

き
、
同
検
査
拡
充
に
終
始
抑
制

的
な
態
度
を
取
っ
た
。
表
向
き

の
理
由
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
精

度
が
低
く
偽
陽
性
が
多
い
。
多

数
行
う
と
陽
性
者
が
多
く
な
り

医
療
崩
壊
に
な
る
、
で
あ
る
。

だ
が
本
音
は
、
同
検
査
の
感
染

研
と
天
下
り
先
の
地
方
衛
生
研

究
所
の
独
占
状
態
維
持
で
あ
る

▼
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
感
染
症
法

を
根
拠
法
と
す
る
行
政
検
査

で
、
同
法
の
検
査
対
象
は「
疑

い
患
者
」と
濃
厚
接
触
者
で
こ

の
縛
り
を
拘
泥
し
た
。
後
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
診
断
の
ゴ
ー
ル
ド

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
世
界
的
評

価
が
確
立
し
、
批
判
が
高
ま
る

と
「
通
達
」
を
出
し
、
一
定
の

条
件
下
で
医
療
機
関
で
も
検
査

を
認
め
た
。
デ
ー
タ
独
占
志
向

は
、
今
問
題
の
変
異
株
検
査
に

も
通
じ
、
最
近
ま
で
検
査
は
感

染
研
で
独
占
。
感
染
症
村
は
、

国
民
の
命
、
健
康
よ
り
村
の
利

権
を
優
先
す
る
と
い
う
体
質
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
広
く
行
い
、
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
を
潰
さ
な
い
限
り
新
型
コ

ロ
ナ
の
克
服
は
困
難
と
思
う
。

６
月
10
日
（
木
）、
谷
内
江

昭
宏
先
生
を
お
迎
え
し
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

イ
ロ
ハ
〜
歯
科
医
師
向
け
に
語

る
〜
」
の
第
１
回
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
た
。
歯
科
医
師

向
け
と
し
て
企
画
し
た
が
、
医

科
の
先
生
方
の
関
心
も
高
く
、

37
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
基

礎
知
識
と
し
て
５
項
目
が
提
示

さ
れ
た
が
、
中
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
意
味
と
意
義
が
特
に

印
象
深
か
っ
た
の
で
、
そ
こ

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
報
告
し

た
い
。

頻
繁
に
目
に
す
る
有
名
な
グ

ラ
フ
が
あ
る
（
図
１
）。
感
染

者
の
ウ
イ
ル
ス
量
は
発
症
２
、

３
日
前
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で
検
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
発
症
直

前
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
そ
の

後
は
減
衰
し
、
１
週
間
後
で
は

Ct
値
が
30
を
超
え
て
感
染
力
を

大
き
く
弱
め
、
２
週
間
後
で
は

ほ
と
ん
ど
感
染
力
を
失
う
と
い

う
も
の
だ
。
受
講
以
前
の
私
の

理
解
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
厄

介
な
特
徴
は
、
発
症
前
の
無
自

覚
段
階
で
ウ
イ
ル
ス
量
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
が
ゆ
え
に
、
意
図

せ
ず
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
点

に
あ
り
、
な
か
で
も
、
ス
ー

パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
と
称
さ
れ

る
感
染
者
の
場
合
は
ウ
イ
ル
ス

量
が
特
別
に
多
く
、
従
っ
て
感

染
力
も
極
め
て
大
き
い
と
の
理

解
だ
っ
た
。

し
か
し
、
谷
内
江
先
生
が
石

川
県
の
単
回
感
染
に
よ
る
ク
ラ

ス
タ
ー
事
例
に
つ
い
て
感
染
後

の
経
過
日
数
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で
得

ら
れ
た
Ct
値
と
の
関
係
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
ど
の
陽
性
者
で
も

ウ
イ
ル
ス
量
に
大
き
な
差
異
は

な
く
、
か
つ
、
同
じ
よ
う
な
経

過
を
た
ど
っ
て
い
た
（
図
２
）。

ウ
イ
ル
ス
量
が
最
高
値
に
な
る

発
症
前
に
多
数
の
人
と
接
触
す

れ
ば
ス
ー
パ
ー
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー

と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
特
殊
な

人
物
に
特
有
の
事
象
と
い
う

よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
ハ
イ
・

ピ
ー
ク
と
な
っ
た
ス
ー
パ
ー
・

ス
プ
レ
ッ
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
状

態
、
も
っ
と
言
い
換
え
れ
ば
、

感
染
者
と
い
う
よ
り
感
染
事
象

と
捉
え
た
方
が
良
い
だ
ろ
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
・

ピ
ー
ク
時
の
感
染
者
に
起
因
す

る
単
回
感
染
の
例
は
、
夜
の
繁

華
街
や
カ
ラ
オ
ケ
店
の
ク
ラ
ス

タ
ー
に
多
い
そ
う
だ
。　

一
方
、
あ
る
ク
ラ
ス
タ
ー

で
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
多
い
患
者

と
少
な
い
患
者
が
混
在
す
る
な

ら
ば
（
図
３
）、
複
数
回
の
感

染
機
会
が
あ
っ
た
証
明
と
な

り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
内
の
感
染
拡

大
の
仕
方
が
分
か
り
、
収
束
に

も
時
間
を
要
す
る
覚
悟
が
必
要

と
な
る
。
患
者
が
居
住
場
所
を

移
動
で
き
な
い
施
設
・
病
院
な

ど
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
こ
れ
に
あ

た
る
。
石
川
県
で
起
き
た
初
期

の
ク
ラ
ス
タ
ー
で
は
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
広
範
囲
に
検
査
を
実
施
し

ク
ラ
ス
タ
ー
の
全
体
像
を
把
握

す
る
戦
略
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

有
効
な
こ
と
が
分
か
っ
た
そ

う
だ
。

あ
る
事
象
に
関
す
る
根
拠
を

丹
念
に
積
み
重
ね
、
そ
こ
か
ら

真
実
を
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢

は
、
ま
る
で
名
探
偵
が
謎
解
き

す
る
過
程
の
よ
う
で
、
受
講
者

を
魅
了
し
た

こ
と
と
思

う
。
次
回
の

テ
ー
マ
“
ワ

ク
チ
ン
”
に

今
か
ら
期
待

が
高
ま
る
。

ぜ
ひ
、
次
回

も
多
く
の
会

員
に
受
講

い
た
だ
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
の“
イ
ロ
ハ
”

ク
ラ
ス
タ
ー
を
読
み
解
く

�

戦
略
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

副
会
長
　
平
田
　
米
里
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

オンライン講演会

新型コロナウイルス感染症のイロハ
＜歯科医師向けに語る＞

講師  

日時  

谷内江 昭宏 氏

オンライン会議システム
「Zoom」

金沢大学附属病院副病院長、
石川県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長（ ）
7月29日[木] 19：30～21：00ごろ
「新型コロナの最新情報（仮）」

会場  

保険医協会会員の歯科医師
（医師および会員医療機関のスタッフも
　参加可能）

対象  

※詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

第2回

第１回講演会動画は保険医協会ホームページよりご視聴いただけます。

講師の谷内江昭宏先生から明快に講演いただいた
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地
雷
症
例
と
最
新
治
療

６
月
３
日
（
木
）
第
55
回

よ
ろ
ず
勉
強
会
が
遠
藤
將
光

氏
（
城
北
病
院
血
管
外
科
）
に

よ
る
「
下
肢
静
脈
瘤 

─ 

専
門

医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
肢

静
脈
瘤
は
、
通
院
中
の
妙
齢
の

女
性
を
中
心
に
し
ば
し
ば
相
談

を
受
け
ま
す
し
、
タ
ウ
ン
誌
で

も
簡
単
に
治
せ
る
よ
う
な
宣
伝

文
句
も
目
に
し
ま
す
の
で
、
長

年
、
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
は
じ

め
基
幹
病
院
で
血
管
外
科
医
と

し
て
ご
活
躍
の
遠
藤
先
生
の
お

話
を
聞
い
て
み
た
い
、
と
軽
い

気
持
ち
で
お
願
い
し
た
の
で

す
。
し
か
し
、
遠
藤
先
生
は
わ

が
意
を
得
た
り
、
と
「
本
当
に

患
者
の
た
め
を
考
え
た
治
療
は

何
か
」
と
い
う
問
い
に
熱
い
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
。

前
半
は
、
下
肢
静
脈
の
解

剖
、
皮
膚
潰
瘍
か
ら
出
血
の

「
地
雷
」
症
例
の
提
示
に
始
ま

り
、
治
療
法
と
し
て
従
来
の
ス

ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
と
、
10
年

位
前
か
ら
保
険
収
載
さ
れ
た
血

管
内
治
療
へ
と
お
話
は
進
ん
で

い
く
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
最
新

治
療
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
客
観

的
に
解
説
さ
れ
ま
す
。
血
管
内

焼
灼
術
で
は
稀
で
す
が
深
部
静

脈
血
栓
症
の
報
告
も
あ
る
た

め
、
翌
朝
の
エ
コ
ー
が
必
須
で

あ
る
こ
と
。
瞬
間
接
着
剤
を
使

用
す
る
グ
ル
ー
治
療
で
は
全
身

性
遅
延
型
過
敏
症
が
や
っ
か
い

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
す
。

不
適
切
治
療
を
糾
す

そ
し
て
、
後
半
で
は
一
部
医

療
機
関
に
よ
る
不
適
切
治
療
を

糾
弾
す
る
こ
と
が
、
演
者
の
大

き
な
使
命
で
あ
る
こ
と
を
知
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
来
、
下

肢
静
脈
瘤
血
管
内
治
療
は
、
血

管
エ
コ
ー
な
ど
の
厳
密
な
適
応

基
準
の
も
と
行
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
、
治
療
の
必
要
の

な
い
軽
症
逆
流
や
正
常
肢
を

焼
灼
す
る
こ
と
が
ま
か
り
通
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
日
本

静
脈
学
会
、
日
本
血
管
外
科
学

会
な
ど
関
連
６
学
会
が
、
厳
し

い
声
明
を
発
出
し
、
学
会
に
よ

る
監
査
と
も
言
え
る
サ
イ
ト
ビ

ジ
ッ
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
、
事
態
は
深
刻
だ
そ
う

で
す
。
こ
こ
に
は
、
ト
リ
ッ

ク
（
患
者
へ
の
騙
し
討
ち
）
が

あ
っ
て
、「
正
常
肢
を
焼
灼
し

て
も
、
穿
通
枝
や
深
部
静
脈
が

あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
は
問
題
が

生
じ
な
い
が
、
将
来
の
心
臓

や
バ
イ
パ
ス
手
術
の
代
用
グ
ラ

フ
ト
の
喪
失
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
時
限
爆
弾
み
た
い
な
問
題

が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
演

者
一
番
最
後
の
ス
ラ
イ
ド
で

す
。「
関
係
す
る
方
々
に
静
脈

瘤
の
正
し
い
知
識
を
お
与
え
下

さ
い
。
患
者
さ
ん
か
ら
相
談
を

受
け
た
場
合
は
、
症
状
が
静
脈

逆
流
に
よ
る
も
の
か
十
分
に
吟

味
で
き
る
適
切
な
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
お
勧
め
下
さ
い
！
」。

今
回
、
33
人
も
の
会
員
・
ス

タ
ッ
フ
が
石
川
県
全
域
か
ら
Ｗ

ｅ
ｂ
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
、
目
の

前
の
患
者
を
救
う
こ
と
を
、
ま

た
一
つ
学
ん
だ
気
が
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
ず
勉
強
会
の
継
続
を

改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

頻尿を主訴に来院。検尿には軽微の異常で、排尿痛、腎障害はありませ
ん。膀胱炎ではないのに、急に尿意が高まり、我慢しづらいと訴えます。

過活動膀胱
と診断病名
を記載し、
過活動治療
薬を処方し
ます。定期
的に検尿を
行い、頻尿
と ADL の
改善が得ら
れれば治療
は 成 功 で
す。 た だ、

全症例がうまくいくわけではありません。過活動膀胱とい
う疾患名は、あくまでも症候名が病名に格上げされている
ので、その原因を少し理解し、正診率を上げようと思い
ます。
図は過活動治療薬の作用を図示しています。膀胱への自

律神経支配を調整する薬剤には、β3作動薬、抗コリン薬
の 2系統があります。抗コリン薬はムスカリン受容体に直
接作用し、膀胱の不随収縮を抑制します。臓器特異性に乏

しく、効果は用量依存的に作用・副作用ともに変化します。一方、β3作
動薬は交感神経作動薬で臓器選択性に優れ、副作用は少ないのが特徴で
す。効果は、治験段階の用量設定で開発履歴が古い抗コリン薬との同等性
が確認されています。増量調整ができないため、効果不十分の場合には抗
コリン薬との併用で対応します。
原因疾患の精査には、超音波装置があるなら、さっそく使ってみましょ

う。残尿測定検査は泌尿器科診療には欠かせない検査で、55点を算定しま
す。下腹部恥骨正中に添ってプローブを腹壁に垂直に当てると膀胱が見え
ます。縦経、横経を測定し、90度回転し長径を求めます。得られた 3方向
（cm）の積を 2で割り、仮想楕円体の体積（π/6*abc）として求めます。
排尿直後であれば残尿量となります。膀胱壁の肥厚も測定します。 7 mm
以上の肥厚があれば、慢性的な尿排出障害が疑われます。男性では、プ
ローブを恥骨内面に振ると、前立腺が確認できます。同様に前立腺重量を
測定し、20ml以上あれば前立腺肥大症を疑います。女性では、子宮筋腫
や膀胱下垂の有無を確認します。いずれも過活動膀胱の原因となります。

頻尿の治療を始めよう！頻尿の治療を始めよう！
紙上よろず勉強会 《第16回》シリーズ

西川　忠之 （能美市・泌尿器科）

排尿のはなし③テーマ

ゴルフコンペ
石川県保険医協会主催

日時

場所

２021年11月3日（水・祝）
午前8：30スタート（7：45集合）

朱鷺の台カントリークラブ
眉丈台コース
羽咋市柳田町8-8　電話 0767-27-1121

※時間帯、参加費等詳細は本紙８月号にてお知らせします。

講師の遠藤將光先生

過活動膀胱治療薬とその作用機序

β3 作動薬
『膀胱容量の増大』
β3作動薬

弛緩

β3受容体

 抗コリン薬

M受容体

収縮抑制

 抗コリン薬
『異常な膀胱収縮の抑制』

膀胱のβ3受容体に作用し， 蓄尿期の
ノルアドレナリンによる膀胱弛緩作用を増
強することで膀胱容量を増大させる

膀胱のムスカリン（M）受容体への
アセチルコリンの結合を阻害し、
膀胱の異常な収縮を抑制する

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
、
５
と
打
つ
の
が
好
手

段
。
白
６
に
黒
７
、
９
で
白
死
で
す
。
黒

１
で
５
は
白
２
黒
１
白
３
以
下
コ
ウ
。
黒

３
で
９
は
白
５
黒
６
白
４
で
殺
せ
ま
せ

ん
。

囲

解
答

碁

☗
２
二
歩
成
☖
同
玉
☗
３
三
角

☖
１
二
玉
☗
１
一
角
成
☖
同
玉

☗
３
三
馬
☖
２
二
合
☗
２
三
桂

☖
１
二
玉
☗
２
四
桂
ま
で
11
手

詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
☗
３
三
角
に

☖
２
三
玉
な
ら
☗
２
四
馬
☖
１

二
玉
☗
３
四
馬
☖
２
三
合
☗
２

四
桂
で
す
。
５
手
目
☗
１
一
角

成
が
決
め
手
で
、
☗
３
三
馬
以

下
は
手
順
の
追
詰
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

3
＋
2
で
、答
え
は「
5
」

（
問
題
8
面
）

第
55
回
「
な
ん
で
も
学
術
！
な
ん
で
も
回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会
」

下
肢
静
脈
瘤

─
専
門
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
─

副
会
長
　
小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

囲碁・将棋
数独の解答

石 川 保 険 医 新 聞 2021年7月15日（毎月15日発行）（2）第591号



２
０
１
３
年
９
月
７

日
、
安
倍
前
総
理
は

原
発
事
故
後
の
福
島

を
「T

he situation 
is under control

」

と
高
ら
か
に
宣
言
し
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
が
決
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

人
災
と
も
言
え
る
そ
の
福
島
原
発
事

故
か
ら
10
年
を
経
た
今
で
も
、
溜
ま

り
続
け
る
汚
染
水
の
処
分
や
炉
心
溶

融
を
起
こ
し
た
原
子
炉
本
体
の
処
理

は
全
く
暗
中
模
索
の
体
で
あ
る
こ
と

か
ら
し
て
も
、
そ
の
発
言
に
は
偽
り

が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
当

時
、
五
輪
開
催
の
喜
び
に
沸
き
た
っ

た
中
と
は
言
え
、
安
倍
前
総
理
の
そ

の
よ
う
な
発
言
を
正
す
報
道
が
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
表

立
っ
て
な
か
っ
た
の
は
ど
う
し
た
こ

と
か
。

時
は
流
れ
２
０
２
１
年
６
月
、
偽

り
の
宣
言
で
誘
致
さ
れ
た
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
、
世
人
の

批
判
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
場

当
た
り
的
で
時
機
を
逸
す
る
対
策
に

よ
り
、
飲
食
店
始
め
観
光
業
界
は
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

惨
状
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

２
０
２
０
年
の
始
め
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
禍
が
わ
が
国
に
も
忍
び
寄
っ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は
有
効
な

蔓
延
防
止
策
を
立
て
ず
、
右
肩
上
が

り
で
推
移
す
る
新
規
感
染
者
数
が
顕

に
な
る
た
び
に
感
染
拡
大
と
宣
言
し

て
、
十
分
な
説
明
や
補
償
も
行
わ
ぬ

ま
ま
過
度
と
も
言
え
る
対
応
を
国
民

に
強
い
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
安

倍
前
総
理
は
数
百
億
円
も
か
け
て

「
マ
ス
ク
」
を
配
っ
た
り
、
今
な
お

有
効
性
未
定
の
ア
ビ
ガ
ン
を
治
療
薬

と
し
て
１
カ
月
以
内
に
承
認
す
る
と

豪
語
す
る
な
ど
、
政
府
は
そ
の
場
凌

ぎ
の
対
応
を
続
け
て
き
た
だ
け
だ
。

今
年
２
月
に
入
り
、
特
例
承
認
中

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

を
感
染
対
策
の
「
決
め
手
」
と
位
置

づ
け
、
政
府
は
「
一
日
１
０
０
万
回

接
種
」「
全
国
民
11
月
接
種
完
了
」

を
表
明
し
た
。
し
か
し
そ
の
実
行
性

を
危
ぶ
む
声
も
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
国
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
も

ア
ド
バ
ル
ー
ン
の
感
が
否
め
な
い
。

原
発
事
故
や
こ
う
し
た
新
興
感
染

症
の
蔓
延
な
ど
の
緊
急
事
態
に
際
し

て
は
、
迅
速
な
政
策
決
定
の
必
要
性

か
ら
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
る
が
、
場
当
た
り
的
な
広
言
の

繰
り
返
し
で
は
政
治
不
信
が
深
ま
る

ば
か
り
だ
。
政
府
に
は
、
第
一
義
的

に
国
民
の
安
全
・
安
心
、
命
と
暮
ら

し
を
十
全
に
保
障
す
る
義
務
が
あ

る
。
そ
の
義
務
を
果
た
す
た
め
、
国

民
の
信
頼
に
足
る
情
報
公
開
と
丁
寧

な
説
明
、
科
学
的
根
拠
の
裏
付
け
に

基
づ
く
政
策
を
政
府
に
強
く
求
め

る
。
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て

は
、
権
力
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く
、

公
正
・
中
立
の
立
場
で
取
材
・
報
道

す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
精
神
を
貫

い
て
ほ
し
い
。
信
頼
あ
る
情
報
が
提

供
さ
れ
、
議
論
の
場
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
が
、
ま
さ
に
今
、
日
本
社
会
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

付
き
添
い
者
の

ス
ト
レ
ス

金
沢
医
科
大
学
病
院
小
児
科

の
藤
澤
麗
子
で
す
。
卒
後
８
年

目
と
な
り
、
小
児
科
の
病
棟
長

を
任
さ
れ
て
丸
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
何
を
発
信

で
き
る
か
を
考
え
た
時
に
、
こ

の
病
棟
長
と
い
う
立
場
か
ら
、

現
在
の
小
児
科
病
棟
の
現
状
や

問
題
点
を
お
話
し
さ
せ
て
も
ら

お
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
２
年
間
で
入
院
患
者
の

様
相
は
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
予
防
の
た
め
、

「
３
密
」
の
回
避
、
マ
ス
ク
の

装
着
や
手
指
消
毒
が
周
知
さ
れ

た
結
果
、
昨
年
は
小
児
の
流
行

疾
患
に
よ
る
入
院
は
激
減
し
ま

し
た
。
当
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
小
児
の
入

院
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、

面
会
や
付
き
添
い
者
の
交
代
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
感
染
制

御
室
と
相
談
を
重
ね
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

当
院
で
は
２
０
２
１
年
６
月

現
在
、
入
院
患
者
の
面
会
は
全

面
禁
止
、
さ
ら
に
小
児
病
棟
で

は
付
き
添
い
者
の
交
代
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
予

防
の
た
め
と
は
言
え
、
周
辺
の

病
院
の
中
で
は
大
変
厳
し
い
対

応
だ
と
思
い
ま
す
。
入
院
が
長

引
く
ほ
ど
、
付
き
添
い
者
の
ス

ト
レ
ス
が
増
大
す
る
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
付
き
添

い
者
は
母
親
が
最
も
多
く
、
体

調
が
悪
く
不
機
嫌
な
子
ど
も
に

付
き
添
い
、
そ
の
中
で
自
分
の

食
事
や
入
浴
な
ど
の
時
間
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
日
中
に
付
き
添
い
を
交

代
し
、
周
り
の
助
け
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
は
看
護
師
と

協
力
し
、
患
者
の
清
拭
や
処
置

は
付
き
添
い
者
が
入
浴
の
時
間

に
合
わ
せ
る
な
ど
、
時
間
を
調

節
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
他
に
も
良
い
方
法
が
な
い

か
を
考
え
る
ば
か
り
で
す
。
患

者
家
族
の
負
担
は
付
き
添
い
の

母
親
だ
け
で
な
く
、
家
で
待
つ

父
親
や
祖
父
母
、
ま
た
兄
弟
も

母
親
に
会
え
な
い
こ
と
で
精
神

的
に
不
安
定
に
な
る
な
ど
の
問

題
が
出
て
き
ま
す
。
兄
弟
と
母

の
面
会
機
会
を
設
け
る
な
ど
の

対
応
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
実

現
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
浸
透
す
る
こ

と
で
、
こ
の
特
殊
な
状
況
が
少

し
で
も
緩
和
さ
れ
る
方
向
に
進

め
ば
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
ブ
ラ
ン
ク

流
行
疾
患
が
激
減
し
て
い
た

昨
年
と
一
変
し
て
、
今
年
４
月

か
ら
は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
入
院
が
爆
発
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
世
間
で
は
今
も

な
お
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
数

の
推
移
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
小
児
科
医
は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
乳
児
の
呼
吸
障
害
の

方
に
手
を
焼
い
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
部
の

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
昨
年
の
“
感

染
ブ
ラ
ン
ク
”
に
よ
り
、
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
抗
体
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
は
、

昨
年
ま
で
の
患
者
よ
り
も
高
熱

が
持
続
し
、
重
症
化
し
に
く
く

な
る
と
さ
れ
る
年
長
児
で
も
呼

吸
状
態
が
悪
く
な
り
入
院
と
な

る
こ
と
が
多
い
印
象
で
す
。
こ

の
“
感
染
ブ
ラ
ン
ク
”
に
よ
る

重
症
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
増
え
る
胃
腸
炎
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
も
言
え
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
恐
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
に
お
い
て
、「
３
密
」

の
回
避
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
指

消
毒
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く

に
は
、
あ
る
程
度
の
感
染
に
さ

ら
さ
れ
て
免
疫
を
つ
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
な
ど
で
感
染
症
は
確
実

に
減
少
し
ま
す
が
、
自
由
な
日

常
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
何
事
に
も
バ
ラ
ン

ス
が
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
や
は
り
子
ど
も
た
ち
が

マ
ス
ク
無
し
で
笑
顔
で
い
ら
れ

る
日
を
ま
た
迎
え
ら
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
信
頼
に
足
る

�

情
報
公
開
を
求
め
る

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第57回》

コ
ロ
ナ
禍
で
の

小
児
科
病
棟
の
現
状

藤
澤

　麗
子

（
金
沢
医
科
大
学
病
院
・
小
児
科
）

○会　員：1冊　2,000円（税・送料込み）
○会員外：1冊　3,000円（税・送料込み）
※在庫が無くなり次第終了させていただきます。

会員の先生には1冊無料でお送りしました。

医療連携に役立つ１冊！
県内病院の各科担当医師・連携窓口
外来診療時間・外来担当者
設備・特殊検査　などを掲載

✓

✓

✓

7月10日発刊

2021
年度版

ただいま

追加申し込み
受付中！

病院マップ

○発　行／全国保険医団体連合会
○発行日／2021年７月26日予定

○体裁／Ｂ５判、約６70ページ
○定価／４,０００円（会員価格２,０００円）

公費負担医療等の手引（2021年7月）

発刊のご案内
公費負担医療は、複雑な制度体系となっています。この書

籍はすべての公費負担医療について、対象となる人、所得制
限、一部負担、申請方法、請求方法などを分かりやすく解説
しています。

2021年版では新たに 新型コロナウイルス感染症 に
関わる検査の公費負担医療、宿泊療養・自宅療養者の公費
負担医療等についても掲載！ レセプト記載例もあり請求事
務に役立ちます。

会員価格 １冊２,０００円 （定価4,000円、税・送料込）です。
詳細は同封の案内チラシをご覧ください。
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４
月
15
日
（
木
）、「
株
式
会

社A
range　

チ
ェ
ア
ラ
ボ
金

沢
（
以
下
、
チ
ェ
ア
ラ
ボ
）」

の
松
田
薫
さ
ん
を
取
材
し
ま
し

た
。
チ
ェ
ア
ラ
ボ
は
、
主
に
障

害
の
あ
る
児
童
の
座
位
保
持
装

置
を
製
作
す
る
事
業
所
で
、
今

年
の
１
月
か
ら
、
金
沢
市
窪
の

「
か
が
や
き
在
宅
診
療
所
」
内

に
事
務
所
を
構
え
て
営
業
し
て

い
ま
す
。

チ
ェ
ア
ラ
ボ
の
設
立
経
緯
と

し
て
は
、
福
井
県
の
「
医
療
法

人
社
団
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ム
ケ
ア

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
母
体
に
、
医

療
以
外
の
事
業
の
た
め
に
株
式

会
社A

range

を
設
立
、
そ
の

中
で
特
に
児
童
の
姿
勢
や
環
境

を
整
え
る
必
要
性
か
ら
、
補
装

具
を
作
る
部
門
と
し
て
発
足
さ

れ
て
い
ま
す
。

不
足
す
る
事
業
所

松
田
さ
ん
は
大
阪
で
５
年
、

東
京
で
15
年
、
座
位
保
持
装
置

の
製
作
を
続
け
て
き
た
、
ま
さ

に
「
職
人
」
と
い
う
べ
き
方
で

す
が
、
こ
の
道
に
入
っ
た
き
っ

か
け
は
、
学
生
時
代
に
本
屋
で

た
ま
た
ま
『
生
き
る
た
め
の
道

具
づ
く
り
』（
光
野
有
次
著
）

を
手
に
取
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
ま
で
工
学
部
で
学
ん

で
き
た
「
大
量
生
産
」
で
は
な

く
、
一
つ
一
つ
悩
み
な
が
ら

作
っ
て
い
く
、
生
き
生
き
と
し

た
「
製
作
」
に
魅
力
を
感
じ
た

そ
う
で
、
同
書
を
参
考
に
、
大

阪
府
に
あ
る
「
ひ
げ
工
房
」
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
椅
子
づ
く
り
に
接

す
る
う
ち
に
、
就
職
を
決
め
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
も
そ
も
会
員
の
み
な
さ
ん

に
は
、
座
位
保
持
装
置
の
事
業

所
に
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
最
近

は
座
位
保
持
装
置
、
車
い
す
の

既
製
品
購
入
や
レ
ン
タ
ル
が
増

え
た
こ
と
、
市
場
が
小
さ
く
採

算
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
事
業

所
数
は
少
な
く
、
全
国
的
に
も

不
足
状
態
が
続
い
て
い
る
そ
う

で
す
。座

位
保
持
装
置
を

作
る
意
味

チ
ェ
ア
ラ
ボ
で
製
作
し
て
い

る
座
位
保
持
装
置
の
依
頼
者
の

主
訴
は
、
自
立
で
の
座
位
姿
勢

を
保
つ
の
が
困
難
な
方
が
多

く
、
８
割
方
は
脳
性
麻
痺
な
ど

に
よ
っ
て
、
姿
勢
が
崩
れ
て
い

る
、
食
事
が
と
れ
な
い
、
と
い

う
相
談
が
多
い
そ
う
で
す
。
依

頼
者
に
あ
わ
せ
て
実
際
に
製
作

す
る
中
で
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
手
が
使
い
や
す
く
な
っ
た
な

ど
予
想
以
上
の
成
果
が
上
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
松
田
さ

ん
が
目
指
す
の
は
あ
く
ま
で
姿

勢
を
安
定
し
て
保
つ
椅
子
を
つ

く
る
こ
と
に
あ
る
そ
う
で
す
。

依
頼
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
様
々

な
要
望
に
対
し
て
、「
そ
の
“
何

か
”
を
解
決
す
る
こ
と
が
“
納

品
”
で
あ
る
」、「
問
題
・
課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
か
ら
こ
そ

私
た
ち
の
仕
事
が
あ
る
」
と
語

る
言
葉
か
ら
も
松
田
さ
ん
の

職
人
気
質
が
よ
く
伝
わ
り
ま

し
た
。

求
め
ら
れ
る

高
齢
者
支
援

身
体
障
害
の
あ
る
人
・
子
ど

も
の
座
位
保
持
装
置
作
成
の
場

合
は
、
補
装
具
費
支
給
制
度
に

よ
る
補
助
（
一
部
自
己
負
担
あ

り
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
介

護
保
険
利
用
者
は
レ
ン
タ
ル
が

基
本
で
す
。
姿
勢
の
悪
い
高
齢

者
の
座
位
保
持
装
置
に
つ
い
て

は
、
施
設
で
採
型
体
験
会
を
し

た
時
に
、
姿
勢
が
良
く
な
る
こ

と
で
目
に
見
え
て
変
化
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
制
度

的
な
補
助
が
な
く
30
〜
40
万
円

の
自
己
負
担
と
な
る
と
腰
が
引

け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
、
支
援
制
度
の
創
設

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
保
険
医
協
会
の
会

員
へ
の
要
望
を
お
伺
い
す
る

と
、
本
人
の
努
力
、
治
療
も
大

事
だ
が
、
ま
ず
環
境
を
整
え

る
、
つ
ま
り
「
姿
勢
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
視
点
を
ぜ

ひ
考
え
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

け
れ
ば
、
相
談
に
も
伺
い
ま

す
！
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
お

悩
み
の
方
は
一
度
ぜ
ひ
チ
ェ
ア

ラ
ボ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
一
環
と
し
て
会

議
時
間
を
短
縮
さ
せ
る
た
め

に
、
協
議
事
項
の
検
討
を
中

心
に
行
っ
た
。
ま
ず
、
保
団

連
が
行
っ
た
「
２
０
２
０
年

学
校
健
診
後
治
療
調
査
」
に

つ
い
て
、
健
診
後
に
医
療
機

関
へ
の
受
診
が
必
要
な
子

ど
も
た
ち
の
未
受
診
率
は

２
０
１
９
年
度
の
同
調
査
と

比
較
す
る
と
、
歯
科
、
眼
科
、

耳
鼻
科
、
内
科
な
ど
軒
並
み

悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
石
川
県
保
険
医
協
会

の
歯
科
部
で
は
独
自
に
県
内

を
対
象
に
こ
の
よ
う
な
調
査

を
行
い
、
過
去
に
記
者
会
見

を
開
い
た
経
験
が
あ
り
、
今

回
は
歯
科
だ
け
で
は
な
く
内

科
や
眼
科
の
理
事
も
参
加
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
世

論
に
訴
え
か
け
る
方
針
と
し

た
。
大
き
な
成
果
に
繋
が
る

よ
う
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
６
月
27
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
保
団
連
代
議
員

会
に
向
け
て
、
保
団
連
か
ら

の
会
務
報
告
、
２
０
２
２
年

度
診
療
報
酬
改
定
要
求
、
次

期
役
員
定
数
な
ど
に
つ
い
て

石
川
協
会
と
し
て
の
見
解
を

確
認
し
た
。
報
告
事
項
で
は
、

保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
と

し
て
例
年
行
っ
て
い
る
診
療

報
酬
改
善
に
係
る
厚
生
労
働

省
交
渉
が
、
医
科
は
６
月
24

日
に
、
歯
科
は
６
月
10
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
並

び
に
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
７
月
11
日
に
予
定
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
導
入
に
つ
い
て
、

そ
の
可
決
成
立
を
阻
止
す
べ

く
署
名
活
動
な
ど
を
通
し
て

反
対
運
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

参
議
院
厚
労
委
員
会
で
審
議

さ
れ
可
決
の
見
通
し
と
な
り
、

地
元
選
出
の
参
議
院
議
員
に

審
議
・
採
決
の
延
期
を
求
め

る
Ｆ
Ａ
Ｘ
要
請
を
行
う
こ
と

と
し
た
。 

【
斉
藤　

記
】

医療 福祉の

《第17回》

株
式
会
社 A

range 

チ
ェ
ア
ラ
ボ
金
沢

「
職
人
」が
考
え
る

 

姿
勢
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

エキスパート
訪問

【
取
材
先
】松
田

　薫
さ
ん（
補
装
具
業
者
、福
祉
用
具
専
門
相
談
員
）

【
取

　材
】 医
療
福
祉
部
取
材
班

前列が　「チェアラボ金沢」の松田薫さん。後列左から
大田事務局員、野口理事、大川副会長、平田副会長

松田薫さん

「かがやき在宅診療所」内に事務所を構える

採型後に撮影・スキャンするシステム
は松田さんが開発に携わった

取材班も採型を体験した

＜チェアラボ金沢＞
〒921-8151
石川県金沢市窪6丁目257-1
かがやき在宅診療所内
TEL 080-3740-5255
mail chairlab.kanazawa@gmail.com

75歳以上医療２割化
の採決延期要請

（6月1日・13人出席）

2021年度
第5回理事会点描休

業
保
障
共
済
保
険
に

ご
加
入
さ
れ
て
い
る
先
生
方
へ

石
川
県
保
険
医
協
会
　ＴＥ
Ｌ(

０
７
６)

２
２
２-

５
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

０
７
６)

２
３
１-

５
１
５
６

「
傷
病
休
業
給
付
金
」
は
、
ケ
ガ
や
疾
病
に
よ
り

６
日
以
上
連
続
し
て
休
業
さ
れ
た
場
合
に
、
第
三
者

の
医
師
を
受
診
し
て
か
ら
６
日
目
以
降
休
業
さ
れ
た

日
数
分
給
付
さ
れ
ま
す
。
休
業
さ
れ
る
事
態
が
生
じ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
保
険
医
協
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

石 川 保 険 医 新 聞 2021年7月15日（毎月15日発行）（4）第591号



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
名
前
が
長
い
の
で
最

近
は
、「
コ
ロ
ナ
」
と
し
か
言

わ
な
く
な
っ
た
。
幕
末
か
ら

明
治
に
大
流
行
し
た
「
コ
ロ

リ
（
コ
レ
ラ
）」
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。
中
国
武
漢
で
始
ま
っ

た
時
は
、
日
本
な
ら
あ
ん
な
に

死
ん
だ
り
し
な
い
だ
ろ
う
と
、

高
を
く
く
っ
て
い
た
人
が
多

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
昨
年
の

春
ご
ろ
は
、
物
資
が
不
足
し
て

お
り
、
ダ
イ
ソ
ー
の
雨
が
っ
ぱ

と
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
、
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
で
対
応
し
た
の

が
、
最
初
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19

陽
性
患
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
逃
げ
腰
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

で
は
い
か
ん
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
い
し
か
わ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
体
採
取
セ
ン
タ
ー
に

出
務
し
、
実
務
を
学
び
、
発
熱

外
来
診
察
室
を
作
る
こ
と
に
し

た
。
駐
車
場
内
に
プ
レ
ハ
ブ
を

設
置
、
前
後
に
ド
ア
を
２
つ
付

け
、
患
者
さ
ん
は
前
か
ら
、
医

師
と
看
護
師
は
後
ろ
か
ら
入
室

す
る
よ
う
に
し
た
。（
写
真
１
）

問
診
は
、
患
者
さ
ん
の
携
帯
電

話
を
通
じ
て
行
い
、
咽
頭
の
診

察
な
ど
や
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
み

医
師
が
入
室
し
て
行
っ
て
い

る
。
元
々
、
た
こ
焼
き
屋
用
の

プ
レ
ハ
ブ
の
た
め
片
面
が
全
部

窓
で
、
診
察
終
了
後
は
全
開
し

て
換
気
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を
作
っ
た

の
は
、
２
つ
の
理
由
が
あ
る
。

１
つ
は
、
肺
炎
に
至
ら
な
い
軽

症
の
場
合
、
上
気
道
疾
患
の
一

種
で
あ
り
、
臓
器
別
で
言
え

ば
、
内
科
疾
患
で
な
く
耳
鼻
咽

喉
科
疾
患
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
特
徴

的
な
症
状
に
嗅
覚
味
覚
障
害
が

あ
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
専
門
領

域
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
私
が

Ｅ
Ｕ
諸
国
で
嗅
覚
味
覚
障
害
の

研
究
と
治
療
で
は
最
高
と
さ
れ

る
、
ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
大

学
病
院
嗅
覚
味
覚
セ
ン
タ
ー
留

学
組
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
嗅
覚
味
覚
障
害
に
対
し

て
も
、
ド
レ
ス
デ
ン
大
学
で
開

発
さ
れ
世
界
に
広
ま
っ
て
い
る

嗅
覚
刺
激
療
法
を
導
入
し
治
療

を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
は
、
レ

モ
ン
、
ユ
ー
カ
リ
、
バ
ラ
、
ク

ロ
ー
ブ
の
香
り
を
嗅
い
で
も
ら

う
嗅
覚
の
リ
ハ
ビ
リ
療
法
で
あ

る
。（
写
真
２
）
医
療
機
関
に

よ
り
日
本
風
の
変
法
を
試
み
て

い
る
と
こ
ろ
と
、
当
院
の
よ
う

に
ド
イ
ツ
の
原
法
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-
19
の
対
応
は
、「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
に
代
わ
っ
て

き
た
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

6 月17日に厚労省事務連絡「新型コロナウイルス感染症に係る診療報
酬上の臨時的な取扱いについて（その49）」が発出され、ワクチン接種と
初診料・再診料・外来診療料の算定について整理され示されました。事務
連絡の内容を下表にまとめました。また、保険医協会によく寄せられる質
問も掲載しますので、参考にしていただければと思います。

<初診料・再診料・外来診療料の算定可否>

ワクチン接種の予診 ×

ワクチン接種後の経過観察中に症
状が発生

×
※ 初・再診料は算定できないが、

初・再診料以外の点数（処置、
注射、投薬等）は算定可

別の傷病に対して接種の前又は後
に診療を行った ○

＜保険医協会に寄せられる質問＞
Ｑ１.�	 ワクチン接種後の経過観察が終了し帰宅したが、症状が発生し再度

来院した場合、初・再診料は算定できるか。
Ａ1.�  算定できます。
Ｑ２.   接種終了後に発熱し、解熱鎮痛剤等を処方した場合は保険診療とな

るか。
Ａ2.   保険診療となります。
Ｑ３.   患者から解熱鎮痛剤の予防投与の希望があった場合は、保険診療と

して処方してよいか。
Ａ3.�  予防投与は保険診療の対象となりませんので、自費徴収します。

新型コロナワクチン接種と
初・再診料

石
丸

　正
（
金
沢
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

プ
レ
ハ
ブ
診
察
室
と

 
嗅
覚
刺
激
療
法

COVID-19
対応

わがクリニックの

《第3回》

写真1　駐車場内にイナバ物置製のプレハブを設置

写真2　 4種のにおいをしみこませた綿を軟膏壷に
入れ毎日嗅いでもらう

8月２6日（木） 19:30～21:00日時

オンライン会議システム「Zoom」ところ

対  象

オンライン講演会
コロナに負けない

歯科診療室の感染対策と最近のトピックス
講師 高木純一郎氏（石川県立中央病院　歯科口腔外科部長）

会員医療機関の歯科医師およびスタッフ
※詳細、申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

主催：石川県保険医協会 TEL 076-222-5373  FAX 076-231-5156

歯科初診料注1
の研修対応

ぽんすけの
　保険Q&A

Dr.
ぽんすけ：�6月2日に風邪で来た初診の患者さん、6月15日に高

血圧の診断をしたけど…特定疾患療養管理料の算定要件の「初
診の日から1カ月を経過した日以降」の「初診の日」って6月2
日?それとも高血圧の診断をした6月15日??	

天の声：�ぽんすけ先生、この「初診の日」は初診料を算定した日
です。今回のケースでは、6月2日です。

ぽんすけ： ということは、7月10日に高血圧の診療を行ったら、
高血圧と診断した日から1カ月は経ってないけど…？

天の声： 特定疾患療養管理料が算定できます。
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6 月18日、本年度の「骨太の方針」が閣議決定された。これは、政府の
経済財政運営と改革の基本方針を示したもので、来年度予算編成に向けた
議論における基本方針となるとともに、社会保障制度改革、医療保障制度
改革の指針として位置づけられるものである。
従来から「骨太の方針」では、「財政健全化」のために社会保障給付を

削減する際の数値目標を提示してきた。例えば、「方針2015」では16〜18
年度の社会保障関係費の伸びを合計で1.5兆円程度にとどめるとしていた。
本年度は上記のような数値目標は具体的には示されなかったものの、22〜
24年度までの 3年間について、「実質的な増加を高齢化による増加分に相
当する伸びにおさめることを目指す方針」を継続するとしている。コロナ
禍において社会保障施策の脆弱性が浮き彫りになる中、社会保障の抜本的
な充実・強化を目指すどころか、社会保障給付の伸びをいわゆる「自然増
分」にとどめるという従来の方針を確認したことは非常に問題である。後
述するとおり、医療保障施策については、地域医療構想の推進を通じた医
療機関の機能分化による「適正化」、そして、全世代型社会保障改革の名
の下での、国保や後期高齢者医療制度の「在り方」の検討、医療費適正化
計画の実効性確保等、この間提起されている医療保障給付削減策の羅列に
終始しているところである。
では、医療・社会保障の充実に背を向ける一方、何に財政出動するとし

ているのか。今回の方針では、「ポストコロナの経済社会ビジョン」を描
くとして、経済成長を生み出す原動力の推進対象に次の 4つを挙げてい
る ─ ①脱酸素化などグリーン社会の実現、②官民挙げたデジタル化の加
速、③活力ある地方創り、④子どもを産み育てやすい社会の実現 ─ 。医
療保障施策との関係では、②に関連して、データヘルス改革（マイナン
バーカードによる資格確認、医療情報の閲覧・管理、オンライン診療の拡
大など）の動きへの注視を続けなければならない。
以下、主に医療制度に言及している部分について、分野ごとに分類して

端的に内容がわかるよう論点整理した。方針本文を箇条書きにするため最
低限の加筆をしているが、文章そのものは基本的には原文通りである。今
後の医療施策の行方を考える資料として活用いただきたい。

（1）�感染症を機に進める新たな仕組みの構築
①		 医療提供体制関係
○   平時と緊急時で医療提供体制を迅速かつ柔軟に切り替える仕組みの
構築
•    症状に応じた感染症患者の受け入れ医療機関の選定
•    感染症対応とそれ以外の医療の、地域における役割分担の明確化
•    医療専門職人材の確保・集約

○   地域医療構想の推進（地域医療連携推進法人制度の活用等による病
院の連携強化や機能強化・集約化、将来の医療需要に沿った病床機能
の分化・連携）

○   かかりつけ医機能の強化・普及による医療機関の機能分化・連携の
推進

○   更なる包括払いの在り方の検討も含めた診療報酬の見直し
○   診療所も含む外来機能の明確化・分化の推進
○   実効的なタスク・シフティング、看護師登録制の実効性確保、潜在
看護師の復職に係る課題分析及び解消、医師偏在対策の推進

○   オンライン診療について、初診からの実施は原則かかりつけ医によ
るとしつつ、事前に患者の状態が把握できる場合にも認める方向で具
体案を検討

○   地域における産科医療施設の存続など安心・安全な産科医療の確保、
移植医療の推進、難病対策の充実

○   コロナ禍で新たな健康課題が生じていることを踏まえた予防・健康
づくり支援
•   「上手な医療のかかり方」の普及啓発、保険者努力支援制度等に
基づく予防・重症化予防・健康づくりへの支援推進
•    がん、循環器病及び腎臓病について、感染拡大による診療や受療
行動の変化の実態を把握するとともに、健診・検診の受診控え等に
関する調査結果を踏まえ、新しい生活様式に対応した予防・重症化

予防・健康づくりを検討
○   感染症患者の受入医療機関に対し、減収への対応を含めた経営上の
支援や、病床確保・設備整備等のための支援について、診療報酬や補
助金・交付金による今後の対応の在り方を検討し、引き続き実施

○   口腔の健康の重要性に係るエビデンスの情報提供、生涯を通じた切
れ目のない歯科健診、オーラルフレイル対策・疾病の重症化予防につ
ながる歯科医師・歯科衛生士による歯科口腔保健の充実、歯科専門職
や他職種との連携、歯科衛生士・歯科技工士の人材確保、飛沫感染等
防止を含む歯科保健医療提供体制の構築と強化、ICTの活用の推進

○   感染症による不安やうつ等も含めたメンタルヘルス対応を推進
②		 医薬品関係
○   革新的医薬品のイノベーションの評価、それ以外の長期収載品等の
評価の適正化の観点からの薬価算定基準の見直しを透明性・予見性の
確保にも留意しつつ図る

○   既収載の医薬品（OTC類似薬等）の保険給付範囲を引き続き見直し
○   後発医薬品の品質・安定供給の信頼性確保、新目標（信頼性確保を
柱とし、23年度末までに数量シェアを全都道府県で80％以上）につい
ての検証、医療機関等の別の使用割合等の見える化

○   後発医薬品の使用促進（バイオシミラーの目標設定の検討、フォー
ミュラリ活用、後発医薬品調剤体制加算等の見直しの検討等）

○   かかりつけ薬剤師・薬局の普及、多剤・重複投薬への取組強化
○   医師と薬剤師の連携により一定期間内に処方箋を反復利用できる方
策の検討

○   緊急時の医薬品等の供給体制の確立（サプライチェーンの実態把
握、平時からの備えと非常時の買い上げの導入等）

○   緊急時の薬事承認の在り方を検討
③		 データ利活用関係
○   データヘルス計画の手引きの改訂等の検討
○   データヘルス改革に関する工程表に則った改革の着実な推進
•    医療・特定健診等情報を全国の医療機関等で確認できる仕組みや
民間PHRサービスの利活用

•    医療機関・介護事業所における情報共有、電子カルテ情報や介護
情報の標準化推進、医療情報の保護と利活用に関する法制度の在り
方の検討、自身の保健医療情報を閲覧できる仕組みの整備

•    自宅療養者に確実に医療が全員に提供されるよう、医療情報を保
健所と医療機関等で共有する仕組みの構築（法改正含め検討）

•    審査支払機関改革の着実な推進
○   全ゲノム解析等実行計画及びロードマップ2021の推進、新たな個別
化医療の提供、産官学の関係者が幅広く分析・活用できる体制整備

○   プログラム医療機器の開発・実用化の促進
○   医療法人の事業報告書等の全国的な電子開示システムの早期整備
○   デジタル庁の統括・監理の下、デジタル化による効率化、利便性向上
•    レセプトシステム（NDB）の充実
•    G-MISの今般の感染症対策以外の長期的な活用
•    COCOAの安定的な運営等

（2）�団塊の世代の後期高齢者入りを見据えた基盤強化・全世代型社会
保障改革

①		 医療提供体制関係
○   地域医療構想調整会議における協議の促進
•    関係行政機関に資料・データ提供等の協力を求めるなど環境整備
•    都道府県における提供体制整備の達成状況の公表
•    未達成の場合の都道府県の責務明確化

○   国保財政の健全化に向け、法定外繰入等の早期解消を促進
○   普通調整交付金の配分の在り方を、地方団体等と引き続き議論
○   後期高齢者医療制度の在り方を検討
○   医療扶助の在り方を、生保受給者の国保等への加入を含め検討

②		 医療費適正化関係
○   都道府県計画における医療費の見込みについて、定期改訂等の精緻
化、保険料率設定の医療費見通しや財政運営の見通しとの整合性の法
制的担保

○   医療費の見込みを医療費が著しく上回る場合の都道府県の役割や責
務の明確化

○   医療費の見込みについて、取組指標を踏まえた医療費を目標として
代替可能であることを明確化

○   先進的な都道府県の優良事例を横展開（適切な課題把握と取組指標
の設定、取組指標を踏まえた医療費の目標設定）

○   都道府県計画の必須事項追加（「医療の効率的な提供の推進」に係
る目標、「病床の機能の分化及び連携の推進」）

○   医療費適正化の取組を都道府県国保運営方針の必須事項に追加
○   保険者協議会を必置化し、都道府県計画への関与を強化
○   審査支払機関の業務運営の目的等に、医療費適正化を明記

全世代型社会保障改革全世代型社会保障改革
事務局長　工藤　浩司

本年度の骨太の方針が閣議決定
─コロナ禍においても社会保障給付の抑制施策は堅持

第
5
回

これでいいのか!?
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（ 6月号のつづき）
さて、日本学術会議法（1948年制定）は、教育基

本法（1947年制定）などとともに、国家と社会を破
滅に導いた戦争に対する反省に立ち、日本国憲法を
体現する特別な意義を有する法律として制定されま
した（佐藤学）。憲法23条「学問の自由」と一体を
なします。
日本学術会議法前文は、「日本学術会議は、科学

が文化国家の基礎であるという確信に立って、科学
者の総意の下に、わが国の平和的復興、人類社会の
福祉に貢献し、・・・学術の進歩に寄与することを
使命とし、ここに設立される」と宣言します。同会
議の職務は、「独立して」「科学に関する重要事項を
審議し、その実現を図る」「科学に関する研究の連

絡を図り、その能率を向上させる」ことです（ 3
条）。政府は、所定の事項について会議に「諮問」
することができ、会議は所定の事項について政府に
「勧告」できます（ 4・ 5条）。
任命拒否の違法性は、「学問の自由と自律」（憲法
23条）、「差別されない権利」（14条 1 項）、「公務員
の任免権と日本学術会議法」（15条 1 項と73条 4 号）
「『210人』の定員と『半数』任命義務」（木村草太）
から、また、「学術会議の独立性を否定して政治に
学術を従属させようとするもの」「任命拒否が推薦
名簿に基づかず、学術会議法所定の任命基準と任命
手続きに反する」「手続法上も違法」（岡田正則）と
指摘されています。
本拒否問題の背景についての受け止めは、当事者

を含む大方がほぼ一致しています。「狙われた最大
の理由の一つは、・・・声明文「軍事的安全保障研
究に関わる声明」に見られるような「軍事研究批判」
を学術会議が明確に主張し、それが政府の方針と相
容れないものと見なされたからと推測できる」（芦
名定道）。「安倍前首相が辞任直前に「敵基地攻撃能
力保持」という談話を表明していた・・・日本の科
学技術を軍事に総動員したいと思っている者たちが
今の政権を支えている。その時、軍事研究に反対の
世論や学者・研究者の反対は、じゃまになるわけで
す。そういう抵抗を排除していく、任命拒否や学術
会議の「民営化」というのは、その布石としてやっ
ている・・・この点では、私は、最初から軍事研究
問題が任命拒否の背景かなと直感的に思っていまし
た」（松宮孝明）。
「ことの本質はパージです。パージとは思想や政
治の問題ではなく、基本的な人間の存在に対する否
定」であり、「今回はこれほどわかりやすい形で任
命を拒否する中に菅義偉首相の傲岸さ、市民意識の
欠如、すべてが象徴されていると思います。安倍政
権の延長どころか、彼らが作ってきたある種のファ
シズム的な方向をさらに一歩進める内閣」（保坂正
康）との警鐘に耳を傾けなければなりません。「戦
争ができる国」にしてはなりません。
【主な参考文献】佐藤学他編『学問の自由が危な
い』（晶文社）、上脇博之他『ストップ!!国政の私物化』
（あけび書房）、『世界』（2020年12月号）。

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されな
いことや、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障
しています。しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の
理念を再確認し、それを実現する社会保障制度を考える1歩にしようという企画です。
2020年9月、日本学術会議が推薦した会員候補のうち6人について菅義偉内閣総理大臣は任命

を拒否しました。学問の自由に関わることであり、どのような問題点があるのか解説していただ
きます。

日本国憲法第23条
　学問の自由は、これを保障する。

1	 時間外の接種費用は2,800円（+730円）、休日は4,200円
（+2,130円）

（厚労省資料より抜粋）

2	 個別接種促進のための支援事業
⑴   週100回以上の接種  診療所 　診療所
①   週100回以上接種を 4週間以上行う場合、週100回以上行った週は 1
回2,000円上乗せ

②   週150回以上接種を 4週間以上行う場合、週150回以上行った週は 1
回3,000円上乗せ

※  「 7 月末まで／ 8・ 9 月／10・11 月」の、それぞれの期間において、
4週間以上行った場合に対象となる
例： 7月末までに週100回以上の週が 5週間→ 7月末までの週100回以上
の週は 1回2,000円上乗せ
8 〜 9 月に週100回以上の週が 3週間→ 8 〜 9 月の接種は上乗せな

し（ただし 1日50回以上の接種を行った日は⑵の支援を受けられる）。
⑵   1 日50回以上の接種  診療所   病院 　診療所　病院

1日50回以上の接種を行った場合は 1日10万円交付（診療所は⑴の要
件を満たさない週に限る）
⑶   1 日50回以上接種の日が週 1日以上あり、その週が 4週間以上  病院

⑵に加えて、医師 1人 1 時間あたり7,550円、看護師等 1人 1 時間あ
たり2,760円追加交付
※  「 7 月末まで／ 8・ 9 月／10・11 月」の、それぞれの期間において、
4週間以上行った場合に対象となる

新型コロナワクチン接種の財政支援
対象期間が延長

本紙 6月号でお伝えした「新型コロナワクチン接種の財政支援」について、対象期間は 7月末までとされていましたが、 6月18日
厚労省事務連絡により、当面の間継続することとされました。具体的な終期については改めて通知する予定とされています。延長され
たのは以下、1・2の支援です。また、延長に伴う変更点は赤字で表記しています。
また、申請先については 6月23日厚労省事務連絡により、1時間外・休日加算は医療機関の所在する市町村、2個別接種促進の

ための支援事業は医療機関の所在する都道府県に申請することとされました。具体的な申請方法は各市町・石川県から改めて示される
かと思われますが、 7月 6日時点ではまだ示されていません。

〈シリーズ〉憲法を生きる

任命拒否の背景と「戦争ができる国」
日本学術会議・会員任命拒否問題（その2）

五十嵐正博 金沢大学・神戸大学名誉教授
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い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

温
泉
評
論
家
で
あ
る
石
川
理

夫
氏
の
著
書
『
温
泉
の
日
本

史
』
に
よ
る
と
、
日
本
の
文
献

史
上
最
初
に
温
泉
が
登
場
す
る

の
は『
古
事
記
』で
、「
伊
予
湯
」

つ
ま
り
道
後
温
泉
で
あ
り
、
あ

る
皇
太
子
の
流
刑
の
地
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

次
の
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
道

後
、
有
馬
、
白
浜
の
３
カ
所
の

温
泉
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
日
本
三
古
湯
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
有
馬
温
泉
に
つ
い
て

は
、
飛
鳥
時
代
の
６
３
１
年
９

月
19
日
に
舒じ
ょ

明め
い

天
皇
が
「
津つ
の

国く
に

有あ
り

馬ま

温の

湯ゆ

に
幸い
で
ま
す
」
と
あ
り
、

天
皇
の
摂
津
の
国
（
兵
庫
県
）

へ
の
初
行ぎ
ょ
う

幸こ
う

記
録
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
時
代
は
飛
ん
で
戦

国
時
代
、
秀
吉
は
こ
の
地
に
別

荘
（
湯
殿
）
を
建
て
、
茶
会
の

開
催
な
ど
を
含
め
相
当
数
訪
れ

て
い
る
。
ま
た
、
慶
長
元
年

（
１
５
９
６
年
）
の
大
地
震
で

有
馬
の
湯
屋
や
民
家
が
大

破
し
、
湯
屋
の
湯
つ
ぼ
か

ら
湧
く
泉
が
熱
湯
と
な
り

入
浴
困
難
と
な
っ
た
。
秀

吉
は
泉
源
と
浴
槽
の
改
修

工
事
を
奉
行
ら
に
命
じ
、

再
び
適
温
状
態
で
入
浴
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

だ
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
的

に
価
値
の
あ
る
有
馬
温
泉

だ
が
、
訪
れ
て
み
る
と
そ

の
泉
質
に
つ
い
て
も
大
変

興
味
深
い
も
の
が
あ
っ

た
。
有
馬
に
は
、「
金
の

湯
」
と
「
銀
の
湯
」
と
い

う
２
つ
の
共
同
浴
場
が
あ

る
。
ま
ず
「
金
の
湯
」
だ

が
、
お
湯
は
茶
褐
色
（
写

真
１
）
で
、
湯
船
の
底
は

全
く
見
え
な
い
。
噴
出
時

は
無
色
透
明
で
、
鉄
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
た
め
温
泉
が
空

気
に
触
れ
酸
化
し
、
こ
の
よ
う

な
色
に
な
る
ら
し
い
。
こ
こ
か

ら
、
金
泉
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

鉄
分
だ
け
で
は
な
く
塩
分
も
多

く
含
ま
れ
、
源
泉
の
一
つ
「
御

所
源
泉
」
は
塩
分
含
有
量
が
日

本
一
だ
そ
う
だ
。
泉
質
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム 

─ 

塩

化
物
強
塩
温
泉
で
あ
る
。

一
方
、「
銀
の
湯
」
は
対
照

的
に
無
色

透
明
無
味

の
お
湯

（
写
真
２
）

で
、
金
泉

と
対
比
し

銀
泉
と
呼

ば
れ
る
。

「
銀
の
湯
」

は
２
つ
の

源
泉
を
ブ

レ
ン
ド
し

て
供
さ
れ

て
お
り
、

炭
酸
泉
／

単
純
二
酸

化
炭
素
冷

メ
サ
ジ
ェ
作
曲
「
ソ
ロ
・
ド
・
コ
ン
ク
ー
ル
」。
た
っ
た

６
分
ほ
ど
の
短
い
曲
だ
が
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
技
法
が
一
通

り
入
っ
て
お
り
、
１
８
９
９
年
パ
リ
音
楽
院
の
卒
業
試
験
用

に
作
ら
れ
た
ら
し
い
。
腕
前
を
見
せ
る
派
手
な
部
分
と
、
東

洋
的
な
親
し
み
や
す
い
旋
律
で
構
成
さ
れ
、
難
解
さ
は
全
く

な
い
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
勉
強
す
る

子
ど
も
た
ち
は
10
歳
に
な
る
と
、
こ
の
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
の
が
「
大
人
に
な
る
こ
と
」
な
ん
だ
そ
う
だ
。

そ
ん
な
逸
話
に
惹
か
れ
、
一
年
ほ
ど
前
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
、
と
言
う
か
こ
の
曲
だ
け
を
練
習
し
て
い
る
が
、
や
っ

て
み
る
と
大
変
な
難
物
だ
。
音
階
、
半
音
階
、
分
散
和
音
が

こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
散
り
ば
め
ら
れ
、
速
い
パ
ッ

セ
ー
ジ
が
正
確
に
吹
け
な
い
と
曲
に
な
ら
な
い
。
ご
ま
か
し

が
効
か
な
い
。
何
度
も
投
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
は
、
曲
の
易
し
い
部
分
だ
け
を
感
情
を
込

め
て
演
奏
で
き
た
気
分
に
な
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と

思
い
知
ら
さ
れ
る
。
音
階
を
上
手
に
奏
で
る
人
が
い
る
と
、

羨
望
の
眼
差
し
で
み
る
と
い
う
よ
り
、「
わ
れ
わ
れ
は
プ
ロ

で
は
な
い
、
し
か
し
音
楽
を
愛
し
て
い
る
の
だ
」
な
ど
と
む

し
ろ
無
視
す
る
自
分
が
い
た
。

そ
ん
な
中
、
つ
い
最
近
、
N
H
K
─

F
M
「
か
け
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
」
の
M
C
で
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
上
野
耕
平
氏

が
、
練
習
曲
の
み
な
ら
ず
、
音
階
で
す
ら
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

（
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
飛
び
出
し
た
宇
宙
の
パ
ー
ツ
）
で
あ
り
、

そ
れ
を
練
習
す
る
こ
と
は
「
宇
宙
の
摂
理
」
を
知
る
こ
と
だ

と
い
っ
た
話
を
し
て
い
た
。
何
だ
か
今
の
自
分
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、
音
楽
は
時
間

芸
術
で
あ
り
、
楽
譜
は
音
の
長
さ
を
X
軸
、
音
の
高
さ
を

Y
軸
で
表
し
た
グ
ラ
フ
だ
か
ら
、
数
学
と
通
じ
る
と
も
言

う
で
は
な
い
か
。

こ
の
年
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、

こ
の
曲
に
盛
り
込
ま
れ
た
音
楽
の
基
本
を
繰
り
返
し
繰
り
返

し
体
に
覚
え
込
ま
せ
、
そ
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
正
面
か
ら

向
き
合
え
ば
、
も
し
か
し
た
ら
「
宇
宙
の
摂
理
」
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
世
界
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
少
年
た
ち

と
つ
な
が
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
日
を
夢
見
て
、
あ
と

２
〜
３
年
は
こ
の
曲
に
没
頭
し
よ
う
と
思
う
。

ソ
ロ
・
ド
・
コ
ン
ク
ー
ル

小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

囲 碁

（解答は 2 面にあります） （解答は 2 面にあります）

黒先　（８分で二、三段以上）
〈ヒント〉 白のダメヅマリをとがめて
 無条件で仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉桂の活用がポイントです。
 （10分で二段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独9 4 8
4 2 3

1 □ 9 7
6 1

5 2 8 7
6 3
1 7 5
8 1 9
9 6 8 □

鉱
泉
か
ら

引
い
た
も

の
に
、
ラ

ジ
ウ
ム
泉

／
単
純
放

射
能
泉
か

ら
の
お
湯

を
加
え
て

い
る
。

な
ぜ
一

つ
の
温
泉

地
で
こ
う

も
泉
質
の

全
く
異
な

る
泉
が
湧

く
の
か
不
思
議
に
感
じ
た
が
、

個
人
的
に
は
山
中
山
代
の
湯
の

方
が
好
み
で
あ
る
。
話
は
変
わ

る
が
、
石
川
理
夫
氏
の
温
泉
番

付
で
は
有
馬
は
下
位
の
方
で

あ
っ
た
が
、「
金
の
湯
」
に
展

示
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
後
期

の
番
付
で
は
西
の
大
関
（
当
時

は
大
関
が
筆
頭
）、
つ
ま
り
西

国
ナ
ン
バ
ー
１
で
あ
っ
た
（
写

真
３
）。
ち
な
み
に
、
山
中
温

泉
は
西
前
頭
筆
頭
で
、
和
倉
温

泉
（
能
州
底
倉
の
湯
）
と
中
宮

温
泉
（
加
州
白
山
の
湯
）
も
前

頭
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、

当
時
か
ら
石
川
の
温
泉
地
が
人

気
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
て

い
る
。

斉藤　典才（金沢市・外科）

全国の共同浴場を旅して全国の共同浴場を旅して
《第3回》日本三古湯のひとつで

太閤秀吉により再建された
有馬温泉（兵庫県）

写真1　 「金の湯」の浴槽（「有馬温泉金の湯・銀の湯」HPから引用）

写真3　 江戸時代後期の温泉番付 
（筆者撮影、2020年11月21日）

写真2　 「銀の湯」の浴槽（「有馬温泉金の湯・銀の湯」
HPから引用）
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